
3.株主

壬要項EI
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ノvi参考拳鰍こ二

コ-ポレート.ガバナ

ンスに関する情報公

問

y 株主.投資家とのコミュニケ-シ

ヨンを促進するo

y 株主総会を利用し,工場.社内の技能研修施設の見学や懇談会を実施くデンソ-1

y r投資家説明会Jを開催.経営情報や事業状況l リスク要素等につVlて直近情報を提供o

y 株主r投資家への情報公開.
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y 環境.社会報告書,有価証券報告書, I Rレポ-トを発行o

y ホ-ムペ-ジ上に投資家関連情報サイトを設置o

y ト情報開示垂員会Jを設置し.,開示すべき重要情報の正確性1公平性,適時性確保に努力.

y ホ-ムペ-ジ上で機関投資家やアナリスト向けの業績説明会.経営方針説明会の模様を中継中プ

レゼンテ-ション資料の閲覧,海外の機関投資家向けに行う電詣会議の傍聴も可能くソニ-l

y 株主の意見を経営に反映させる. y 株主-の事業報告書発行時にアンケ-トを実施o意見を経営に反映させるとともに,翌期の事業

報告書にアンケ-ト結果を報告 くユニ.チヤーム1

cs Rに関する情報
公開

y 各埠資料でCSRに関する情報を

公開する.

y CSR報告書などでCSRの視点から各ステ-クホルダ-に対する会社の基本理念を解説.

リスクに関する情報

公閑

y 各種資料でリスクに関する情報を

公開する.

y 決算短信,有価証券報告書等の資料において,投資家の判断に影響を及ぼす主なリスクーおよび

リスクマネジメントの体制について公開.

4.社員

主要項甘 参考垂例

労働条件に関する情

報の開示

y 労働条件に関する情報を.適切な

手段で通知する.

y 労使間協議や制度変更の情報を,組合報や人事部門が発信する文書で定期的に埠供o

ケ イントラネットにr社員組合Jのペ-ジを設けて碇供く大成建設1

社内コミュニケーシ

ヨンの促進

y 経営戦略に関する情報を提供. シ イントラネットや社内報で,トップのメツセ-ジ,経営戦略など.の情報を捷供o

y 経営トップとの対話機会提供. p 経営トップと社具との直按対話を実施o社長や本社幹部が現場に足を運び,意見交換を行う.
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